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昨今の災害1

能登半島地震（令和6年）

熊本地震（平成28年）

東日本大震災（平成23年）

最大震度：7 死者・行方不明者：19,238名 全半壊建物：368,813戸

最大震度：7 死者：273名 全半壊建物：43,386戸

最大震度：7 死者・行方不明者：248名 全半壊建物：27,928戸

厚生労働省 各報告書より引用

災害では電気・ガス・水道といったライフラインにも影響が出てきます



停電復旧（能登半島地震）

経済産業省「令和６年能登半島地震の対応について」より引用



ガス復旧（能登半島地震）

都市ガス

コミュニティーガス

LPガス

液状化等による導管被害のため148戸に供給支障
1/4中にすべて供給再開

7団地509戸に供給支障
建物崩落等により復旧が困難なものを除いて1/10までに供給を再開

1/2 福井県あわら市で1か所埋設供給配管が損傷しガス漏洩
→ 処置を行い漏洩は止まっている

1/10 輸入基地(七尾)の設備支障により出荷停止中。代替基地にて振替出荷可能
 → 3/1 応急的復旧を完了、通常どおりの出荷体制に移行

経済産業省「令和６年能登半島地震の対応状況等について」より引用



水道復旧（能登半島地震）

内閣府 非常災害対策本部「令和６年能登半島地震に係る被害状況等について」より引用



内閣府 非常災害対策本部「令和６年能登半島地震に係る被害状況等について」より引用

水道復旧（能登半島地震）

地域によっては復旧に
半年近くということも



電気
数日で25%

   2週間で約75%が復旧

能登半島地震における電気、ガス、水道の復旧まとめ

 ガス
都市ガスは数日で復旧
LPガスだとほぼ被害なし

水道
場所によって数日
半年近くでおよそ復旧



近年の災害とそのインフラ復旧

電気 水道 ガス

東日本大震災

（平成23年）

466万戸が停電
3日後に約80%復旧
約3か月後で復旧完了

257万戸が断水
1週間で約57%復旧
約6か月半で復旧完了

200万戸が供給停止
（都市ガス・LPガス）
約2か月で復旧完了

熊本地震

（平成28年）

48万戸が停電
約5日後に復旧完了

45万戸が断水
1週間で9割復旧
約3か月半で復旧完了

10万戸が供給停止
15日間で復旧完了

大阪北部地震

（平成30年）

17万戸が停電
約3時間後に復旧完了

9.4万戸が断水
または減圧給水
約1日で復旧完了

11万戸が供給停止
約7日間で復旧完了

経済産業省「3.11の地震により東北電力で発生した広域停電の概要」「東北地方(被災地)のLPガス等の供給確保」、厚生労働省「東日本大震災水道被害状況調査報
告書」、中央災害会議ワーキンググループ「熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援の在り方について」、内閣府「平成30年7月豪雨による被害状況等について」

水道はガス、電気と比較して復旧が遅い傾向にあるといえます



最大想定（最大震度：7 死者・行方不明者：323,000名 全半壊建物：2,380,000戸）

内閣府 https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/rinji/index2.html

南海トラフ地震と安城市の想定2



安城市の被害想定（理論上最大想定モデル）

「安城市地震ハザードマップ」より安城市より許諾を得て引用



油ヶ淵水辺公園は川からの遡上で周囲の浸水が想定されています



安城市の被害想定（理論上最大想定モデル）

「安城市地震ハザードマップ」より安城市より許諾を得て引用



建物・設備の損壊

インフラへの影響

（電気・ガス・水道）

「安城市地震ハザードマップ」より安城市より許諾を得て引用



安城市の想定

安城市 南海トラフ地震の被害想定 https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/yakudachi/yosokuchosa.html



安城市の防災についてはホームページから確認できます。

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/index.html

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/index.html

https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/index.html


被災地の食事情（熊本地震）

4/14 発災１日目

4/17～19 ４～６日目
パン、カップ麵

4/20～22 ７～９日目
缶詰、レトルト食品

4/23～25 10～12日目
ニーズに応じておかずや子ども・高齢者向けの保存性の高い食品

4/26～ 13日目以降
保存性の高い食品を中心にニーズに合わせて随時提供

厚生労働省健康局健康課 栄養指導室「熊本地震に係る栄養改善・食事支援について～国の取組と今後の課題～」

基本的に避難所への食品含む災害支援物資は発災３日目以降に届く
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被災地の食事情（東日本大震災）

佐々木裕子 東日本大震災時の避難所における栄養・食生活 状況と管理栄養士としての支援について

女川町総合体育館（食料の調達が困難であった宮城県沿岸部の避難所）

3/11発災 １日目

4/21通達 42日目 おにぎりやパンなどの主食が中心で肉・魚等のたんぱく質や野菜などの副食の摂取は
十分ではなく、避難所間での不均衡もみられる

6/21通達 104日目 食事量や食事内容は全般的には改善しつつあるが、避難所によっては依然として野菜
の摂取不足

・避難所に自衛隊の支援物資が届くようになったのは発災4日目

・5日目から自衛隊による夕食の提供が開始

・果物は2週目頃から提供

・生野菜、牛乳は3週目から提供

・800人規模の避難所であったため、1ヵ月経過しても1日2食しか提供できなかった



佐々木 裕子 東日本大震災時の避難所における栄養・食生活 状況と管理栄養士としての支援について

震災１週目 震災 2週目



佐々木 裕子 東日本大震災時の避難所における栄養・食生活 状況と管理栄養士としての支援について



災害時における食品の過不足

Tsuboyama kasaoka, et al. Asia Pac j Clin Nutr. 2014;23:159-66
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調味料・香辛料

東日本大震災から約1か月後に、被災し
たS市の69の避難所における食事供給状
況を調査した結果それぞれの項目が
「不足している」「過剰にある」と答
えた避難所の割合を示している



・水道は電気やガスよりも遅れて復旧することが多い

・国や安城市が南海トラフ地震の最大想定を公開している

・支援物資などは発災３日目以降に届き始める

・パンなどがメインなので野菜類やたんぱく質を意識する必要がある

今回のまとめ4

次は「② 当栄養管理室の備えと家庭備蓄」です
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